
ださい。

館内での写真撮影・模写は許可を受けてください。

動物などを連れての鑑賞は御遠掻ください。

業耳肖)暫鑑妻帯⑦里

書身繋ミ軍避雷を手に-宴等

(6乙一綴“L)

瀞静の海尉、轟

○土手し1上し球宴薬毒埠〔千の軍同年ユ1

写⑦輩欝勤ま堺尚襲士、ユ「ギ

ユ「半年「軍覚・名歌、ギ埠
c

一堂08鄭0鶏圭、亭爛軸

0土手(i呼浮標素の邸の去

J R総武線「千葉」駅下車園番ノ

「美術館・郵便局前」下草l分

から「ポートタ

J R京葉線「千葉みなと」駅下車8分

〈東京方面から〉東関東自動車道「湾岸習志野」 I.Cから約20分

〈成田方面から〉京葉道路「穴川」 I,Cから約20分

⑦自臨写報奨・郵護※

帥丁 (与乙) ⑧国籍案畢 甘tI(O乙) ⑤珂韓国劉 

甘6 (銘) ①薗整票畢 自ら (OZ)(①鞘磐回瑚 

甘O丁 (08)(②珂攫案朗 百6 (OS)(⑦珂轄固まを 

百雷 (0の (D団欒票嘲 富合 (08) ①珂襲国東 
甘十十 (針) 珂轄腰細 百L (O乙) 珂築国立白 

軍営、↑磯と4 粗の首開、《菩



平成2年度事

常設収蔵作品展

業 案 内

石井林響をめぐる画家たち 平成2年6月9日出費7月15日(日)

明冶以降、現代に至る日本画の流れの中で、日本画の甲新を日精すさまざまな桧山運動が実技されました。伸二明冶後半

から昭和初期にかけては、日本美術院の創設、各種し、」]休による小会派分立、文展、帝痕の開歳を背景に、日本向の開拓が多

様に試みられています、、

本県出身の石井杯盤(1884へ19細)の画業はこの時代と重なります→ 本娘では、近代日本画の草加に舛力した当時の東京

画上層こおける青年画家の作品を、石井林轡を中心に展覧し、彼等の果たした役割を血書,蔵するものです。

マリー・ローランサン 平成3年2月16日(土ト3月24日(日)

マリ十・ローランサン(1885へ1956)は、今世紀埴土んだ最も優れた女流画家です。そのパステルカラーと柔らかな間線

に託された夢見るような詩情の世界は、近代Ii東光のひとつの典1丁i」といえます。

ブラックやピカソ、古人アポI)ネールらの彩管を受けつつ、女性特有の感覚で独自の画鳳をつく りあげ、その才能は様式

やイズムを越えた自由な芸術家としての地位を占めております。

本皮では、激動する今世紀初頭の近代給血の琉れの中で生まれ、多くの人々の心をひきつけるマリー・ローランサンの作

品を塵宜しようとするものですl

4月1日(日)一-3月31日(日)

(10月16日(火)/-11月16日㈲は除く)

本館が向蔵する日本画、洋画、彫刻、 ‾「芸、書、版画の作品を4期にわけて順次根

性するほか、新たに収蔵された作品を紹介しますつ(期間中展示片を行います,)

鈴木方鶴展 房総の美術塚シi上ズ⑳ 9月13日㈱…10月14日佃)

房総の美術家シi)」葛ズは、房総に生まれ、あるいは定住して、近代田本美術界にお

いて活紺し、美術振興のために貢献した美術家の再発見と即しタをめざしていますっ

今年I要は、千葉県山田田口こ生まれ、永く本県書道界の発展に)尽力した書家・玲木方

碑(1t)18へ1985)にI,宮子をあて回顧します。

第2回浅井忠記念賞展 1月6日〈日ト2別1日(月)

昭和58年度第l国展に引き綱き、「リアリズムの追求」を主題として、平面作品を全

回公暮します言長井忠か追求したリアリズムの理解と現代美術の振興を図るとともに、

現尺美術の動向の一端をご紹介します。

第14回千葉県移動美術館
八日市場市立公民館 11月20日(火)-12月2日伯)

巣町役場町民ギャラリー 12月5日㈱へ・12月18日(灼

優れた美術作品を、よl)多くの県民の方々に銘賞していたたくため、日本画、洋画、

彫刻、工芸、膏、版画の各分野から館収蔵作品を中心に県囚2会場で開催します。

弟27回全日本綜今昔道大原覧会

第l自=1鳳葦全問乍展

弟(川し」朝帥芳念塵

第1用丁廿一葉美術工芸展

第17両手某所協塵

武I粗野美大校友会子葉支部恨

第16同校会彫刻展

第21国表美展

第8i申I車友好常道塵覧舎

弟2固日本車謡の書展
第時中里の県展

称汚直上二伸全千葉支部娘

弟l(沖」硬度

11本吉道ペン半数否会

細臆、常O汗」年記念遊技塵

第上伸」廿一葉一防塵

鉦周回千葉吊アマチ二音「臆ア新出畏

第5回日本両川李展

第15間男束金蛇

「-葉幼児美術展

第12白亜出離耕上「・葉県上部螺

「、集二紀康

子一葉水彩塵

第、う7間千葉県。常田初会尿

第17山手-虹全日本画展

第:主口車「一葉県小・中辛校吉′与辰

雄1神il水彩追肥千葉支部塵

第8間i)用を拓く数台美術展

第1(申廿染直勤労者文化展

第13回枯祝螺

(l/ノ10へ15

41/l17へ22

1′′’(17-22

/t /24-5′′(う

牛1′/2 1-30

4ノ′2-ま-:訳)

4′/124へ5,l (う

5′′2-(;

5′′18- 13

5′′18へ13

5ノ′l15-20

5ノ/22-27

5′/122へ27

5,′′2t) - (立う

5′/(2〔ト(立弓

(う′′(5へ10

(う,′/5- 17

高/12-17

(う′′12へi 17

(う′′( 1し)一2ノま

くう/′(19へ24

(主/1()-24

(立2(うー7(ノ′/ 1

61′′(26へ7,/′l

五/2(う- 71′′1

7/ノ(3ー8

了′′:3へ8

7言う-8

7!3へ8

千葉県立美術館平面図

平成2年度展示室利用団体

第22回千葉高水樹正面朝子全通全会康∴丁1/ 10-22

第15回果実会展 T,′ノ24へ29

第72回習美会初夏大作塵 7ノ′2-1-2()

i○本水彩し面会第6凹子葉県支部妓 7,/(ノ24へ29

第24帖軟ノ土合全国古道脹∴∴∴∴∴ 7′/2∠ト29

第10回ちは、産緯現代洋画塵 7,′′(机-8,′( 12

第l血中l詳〔子葉県展 8,′′1/1へ26

第10回目本木秋吉杭千葉県‾雷道展 8/14へ19

千葉県I朝出出城員共済組合文化展 8,′(′14へ理)

第20向いてふ会彫刻展 8(ノ′(14へ26

第Il山側来書道会千葉県人展∴∴∴ 8,/2l-2(う

第7回「・葉中美展 8/′121へ2(う

舞上8し直千葉直教職員美術展覧会 8′′/28」)l′ノ2

第23団「音楽聴音校合向写真展∴∴∴ 8ノ′28へ91/′2

第20回新欄遣手某支部展 8′′/128へ9/2

第二間引丁扇千台近会展 9(ノ′14 -9

第13回千葉等地煉 りIlへ1(う

舞上こう凹千葉県写真螺覧会 9′/11⊥へ2/1

第28回新世紀美術協会手書菓支部展()l′11へ16

第40山手一葉デザイン原 告/18-24

第22回千葉現展 9/18へ24

第6回し工本書道l羊会千葉県連展 9月8-24

第こうこう凹子葉市中中養護半校

児童生徒総合展覧会∴ 9′/126一:う0

手写全書痕 10/12-7

第:う7凹千葉県動労若美術展 10,/′12へ7

第10山二科会′l」真書部子葉支部展 10,′/2へ7

第22凹ファンシー洋画娘 10/()-14

第17出文化書道通合会公暮娘覧会10′′/9へ14

ダネラ・デコ′\ノージュ展 10ノ′9-十1

第(12回「黒姫美術展覧会(県展)音

手駒i工高点交芸術奈

美術・工芸・吉二道作品展」

第3う回こども県展

今日の美術を考える会展
明るい村会つくりポスターコンクール展

第26回船i蹄上告板会吉作展

第18珂冨上白“景写真展

第5田柄華。常進展

第18回丁薬害埴秀抜・新造展

子葉両親届高時と写真コンク一つし尿

第l(う団子とも造彫展

第8回子葉県医帥会長1I出喪

第24回千葉県老人クラブ作品娘

千葉大学教育学部美術科卒業制作展

第25回千葉大′羊学生書道展

第12し可親子絵画峡

101′120へ1し,/ 1し

11ノ’1乍-25

11ノ127へ111生)

12′(1l-1()

1211」へ1(う

lノ/8へ13

1′′8へ13

1/8-1くう

l ′/15へ20

l,′122へ27

1(122-27

l,′(ノ22へ27

1 ′′/22-27

1,/′2()一2ノ′:!

1,/′2〔)-2ノ’(う

l/129へ2 ′3

千葉I同、中養護′、揮交児童生徒善写展1′′′2t)-2′(3

群的吾人展 2′/′5- 11

第(月山仁王二星選抜展 21/15- 11

第持出千葉県小中主打交書初展 2/5へ11

第l/川中唱和全書展

第16回千葉県民写真展

幕張北高校。烏阜卒業制作展

和洋女子大半善道展
第12山千葉藍符会かな‾。出乍展

第22山手楽市民美術焼

第38回雷星教育部展

第20団千葉県大宇美斤剛勤星辰

2′(/13へ17

2,′′工う- 17

2,/13ー17

2′′/19-24

2′′/19-24

2,′(′26へ3//1了

3′′′19へ24

:主/19一2`1

※展覧会内容・日程については変更することがありますので 事前に、館あるいは主催者にお問い合わせください。


